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青森県健康福祉部保健衛生課 
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県の新型インフルエンザ対策 

新たな取組について 



2009年新型インフルエンザにおける電話相談窓口での対応 
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全国 

青森県 
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定点当たりのインフルエンザ患者報告数（2009年3月～2010年3月）、月当たり電話相談（2009年5月～9月） 

海外発生時に一気に集中 

国内・県内発生ではむしろ減少 

窓口には次の大きな役割 
県民への情報提供又は県民か
らの情報収集（街角流行など） 

有症の受診希望者の振り分け 

前回、保健所及び保健衛生課が
電話相談対応 

特定の部署に過
大な負担が！ 

しかし 

県として、危機対策本部事務局及び現

地本部事務局に、電話相談窓口
を制度的に設置し、部局横
断的に対応 

平時において
相談対応すべ
き職員等を割
当するなど 

4
／
5
月 

6
月 7

月 

8
月 

9
月 

近似的には、全体として減少傾向 
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運営体制・機能等の具体については、マニュアルとは別に「実施要領」及び「Ｑ＆Ａ」等で定める 

電話相談窓口の体制と機能の考え方 

一つの例 

実施体制と機能 

相談対応回線 診療情報回線 ネット回線 

相談担当は 
保健所職員中心 

情報処理等担当は
県民局職員中心 

消防機関 市町村 県民 

新型インフルエンザ 

発生 

電話相談窓口県民局 

電話相談窓口県本庁 

感染症指定医療機関等 
外来診療機関 

入院受入医療機関 

電話相談 

診療情報 

相談対応回線 

県民からの相談対応に加え、医
療機関情報の収集・提供の機能 

相談担当は 
健康福祉部職員中心 

症状がある受
診希望者等 

情報集計・報告 

情報処理等担当は
他部局職員中心 

外来診療情報等 

相談対応、救急搬送などに活用 

外来・入院診療情報等 

情報提供 
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医療従事者への情報提供 

新たな情報が掲示された場合、医療従事者の「携帯電話」に
対してその旨をメール発信 

※ BBS形式の場合、具体的な掲示内容は、パソコン（又はスマートフォン）
でないと閲覧できない 

※ BBS（又は専用HP）は、平時において整備し、整備後に順次
試行。海外発生時に本格実施 

危機対策本部 
（事務局） 

（仮）情報収集係 

（仮）情報解析係 

厚生労働省、 
WHO、PAHO、
CDC、ECDCなど 

医療提供に
関連する情
報を収集 

専門的知
見を有する
者（公衆医
師等） 

医療提供に
必要な情報
か否か助言 

収集した情報を提出
［仮訳必要］ 

必要な情報として精査後
の情報を掲示 

平時にパスワードを配布 

閲 覧 

掲 示 内 容 
病原性の高低 

抗インフル薬への感受性 

患者の治療方法 

症例に関する情報 

（発生段階ごとに）医療提供体制の変更 
など 

医療従事者 
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患者 

治療等に役立てる 

新型インフルエンザ 

発生 

今後整理 
試行予定 

一つの 
考え方 

  専用HP又は 

BBS（電子掲示板）を県本庁が設置 
※このBBSは県本庁（管理者）のみが書込可 



今後実施していく対策（情報収集と提供） 

※１ 
パンデミック前の肺炎に
よる死亡率とパンデミッ
ク期のインフルエンザ死

亡率との間の関係 
（1910～1917年 
1918～1920年） 

肺炎による
死亡者 

1918 1920 1958 2005 2009 

新型インフルエンザ発生前に 
明らかに異なる傾向 

1910 

インフルエンザ
による死亡者 

強い
相関 

インフルエンザに
よる死亡者 

弱い
相関 

インフルエンザ
による死亡者 

【参考】 
※１ Influenza and Pneumonia Mortality in 66 Large Cities in the United States in Years Surrounding the 1918 Pandemic Plos One 2011年8月 
※２ Cases of Swine Influenza in Humans: A Review of the Literatureマイヤーら2007年。Human Case of Swine Influenza A (H1N1) Triple Reassortant Virus Infection, Wisconsinニューマン
ら、2008年。Triple-Reassortant Swine Influenza A (H1) in Humans in the United States, 2005–2009、シンデら2009年 

報告数37 

0.8人/年 

サーベイランス情報の

収集と提供 

報告数11 

3.4人/年 

※２ 
ブタ由来インフルエンザ
によるヒトへの感染症例

報告数 
（1958年～2009年） 

人口動態統計・死因別分類におけるイ
ンフルエンザ及び肺炎での死亡者の状
況を把握していく必要性 

ブタ由来インフルエンザ症例報告
数等の状況を把握していく必要性 

通常のサーベイランス情報のほか、上記の情報を収集、 
発生の予兆の可能性を把握し還元していく予定 
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